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株式会社　宮建築設計

株式会社　日総建 大阪事務所

一級建築士登録 第 90947号 宮本　博

一級建築士登録 第336930号 日下部　寛之

一級建築士事務所 

大阪府知事登録　（イ）第24847号　

徳島県知事登録　  　  第11068号

一級建築士事務所 
A3:
A1:

D-301
本館棟　仮設計画図(1-1)　１階①（東）Ｒ５病経　中央病院　徳・蔵本　本館棟等改修工事建築 1
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１．作業時間は　平日８：００～１７：００とする。

　去・新設時、施設を使いながらの工事のため、十分に現場と協議の上、調整を行うこと。

15．廊下（3）・救急待合室側から救急処置室への動線を確保すること。自動ドア等の撤

16．２階で心エコー等の音の検査を行っているため、騒音には注意すること。

17．除染室は新設した後に旧除染室を解体し、継続して使用可能とすること。

参考図

工事内容番号

「霊安・病理解剖」撤去・「救急処置室２次」新設

１

１

１

有効幅　900mm以上
（ストレッチャー通行可）

有効幅　1,500mm以上
（ベッド通行可）

有効幅　1,800mm以上
（ベッド通行可）

「霊安・病理解剖」撤去
・「救急処置室２次」新設

既存壁（電源・アイソレーション盤あり）

既存：アイソレーション盤
※使用できる状態とする
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AED

消

避難器具着地場

ゼブラゾーン塗り

天井撤去範囲を示す

脚立足場
全面(床・壁・天井)
撤去・改修範囲を示す

仮設扉（W=900、H=1800程度）

仮設間仕切り

交通誘導員位置

工事関係者動線（メイン動線）

スタッフ動線

来院者動線

工事関係者動線（サブ動線）

救急車動線

図面記号

天井撤去(下部通行可)範囲を示す

内　容

※天井撤去範囲の下部を通行可能とするため、
　一般通行エリアを確保しながら工事エリアを
　設定すること
※工事エリア
・単管足場、鋼製布板、一部足場用階段W400設置
※一般通行エリア
・有効W=1600（両側居室）、H=2400程度
・仮設天井（軽天下地＋不燃化粧PB t9.5）
・仮設壁：建築内装工事用仮囲い等
（LGS下地の上化粧PB t12.5片面張り）
・仮設天井上部は単管足場＋鋼製布板
・最終的には足場解体・天井仕上を移動しながら
　施工することになるためガードマン配置等の安全
　対策と病院との調整を十分に行うこと。

■凡　例

図面記号

撤去範囲を示す

名　　称

天井点検口600角(新設)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

本
館
棟

Ｅ
Ｒ
棟

３階 仮設事務室　準備

４階
ICU→HCU、廊下

HCU→ICU、廊下　

１階 調理室、中央倉庫SPD、薬剤室・廊下
２次・３次救急

細胞処理室→待合(7)
化学療法室→ミキシング室・診察室

中央処置室、廊下　

内視鏡センター→外来化学療法室・廊下

２階

３階
事務室

災害倉庫(3)→スタッフ室
会議室(1)→女子更衣室、男子更衣室拡張

2621 22 23 24 25 27
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Ｇ

本館４階②：仮設計画図(10) 供用開始

ER館３階

本館１階①：
仮設計画図(1-1)(1-2)

本館１階④1/2、2/2：
仮設計画図(4-1)（4-2）

本館１階③：
仮設計画図(3)

本館１階②：
仮設計画図(2) 供用開始

本館２階②2/2：仮設計画図(7-2) 供用開始

本館２階①：仮設計画図(6) 供用開始

本館２階②1/2：仮設計画図(7-1) 供用開始

本館３階③：

供用開始
本館３階①：

仮設計画図(8-1)　STEP(A)
本館３階②：

　　　仮設計画図(8-2)　STEP(B)(C) 　　　仮設計画図(8-3)　STEP(D)(E) 供用開始

供用開始本館４階①：仮設計画図(9)

本館１階⑤1/2、2/2：
仮設計画図(5-1)(5-2)

▼

〈注意事項〉

２．仮囲い：既設仮囲いで第三者の通行及び工事に支障があると判断される箇所につい

　　ては監督職員と協議の上盛替え等を行うこと。また、仮囲いの盛替え・設置に際して、

　　第三者の通行に支障をきたさないように警備員を配置して行うこと。

　　音の発生に留意すること。

　　既設の空気清浄度の高い部屋で作業する場合は、特に注意する事。

　　十分養生等の対策を講ずること 。損傷が生じた場合は、現況復旧する事。

　　努めること。 また、塵・埃の発生がないよう集塵機能付工具を使用すること。

　　を行うと共に、安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　を行うと共に、徐行等安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　監督職員・病院と十分協議の上設置すること。

　　協議の上、 工事すること。

　特に、調理や診療を行う室は、衛生面に配慮し、十分に養生すること。

３．工事範囲（仮囲い内）及び工事作業者動線にあたる既設部分では損傷なきよう

４．工事作業時間及び作業区分の詳細については、監督員と協議の上決定とする。

５．工事範囲内で使用する工具類は、静音ドリルを使用する等、

６．工事中、施設利用者に配慮し、工事により発生する騒音、振動、粉塵等の抑制に

７．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

８．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

９ ． 改修範囲内の断水や停電作業、音の出る作業は施工計画を、監督員・病院と

10．図示の改修エリア以外で資材置場が必要な場合は、

11．内部足場は屋内使用のため、泥・埃を落として清掃したものを使用すること。

12．ＰＣ床版への削孔作業は、静音タイプのコアドリルを用いて施工すること。

13．上記作業時間は、平日１６：００～２０：００又は、休日のうち施設管理者と相談の

　　うえ、施工を行うこと。

14．工事着手前に搬出入ルートを事前に協議の上、着手すること。

１．作業時間は
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SCALE SHEET NO.TITLEPROJECTMEMO

株式会社　宮建築設計

株式会社　日総建 大阪事務所

一級建築士登録 第 90947号 宮本　博

一級建築士登録 第336930号 日下部　寛之

一級建築士事務所 

大阪府知事登録　（イ）第24847号　

徳島県知事登録　  　  第11068号

一級建築士事務所 
A3:
A1:

D-302
本館棟　仮設計画図(1-2)　１階①（西）Ｒ５病経　中央病院　徳・蔵本　本館棟等改修工事建築 1
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　去・新設時、施設を使いながらの工事のため、十分に現場と協議の上、調整を行うこと。

15．廊下（3）・救急待合室側から救急処置室への動線を確保すること。自動ドア等の撤

16．２階で心エコー等の音の検査を行っているため、騒音には注意すること。

17．除染室は新設した後に旧除染室を解体し、継続して使用可能とすること。

夜間工事とする。要協議。

参考図

＜ステップ３＞

中央倉庫(SPD)＜改修ステップ＞

A1:1/250　A3：1/500

＜ステップ１＞

＜ステップ２＞

夜間工事

夜間工事

※仮設間仕切は
　「中央倉庫(SPD)＜改修ステップ＞」による

中央倉庫(SPD)

中央倉庫(SPD)

中央倉庫(SPD)

夜間工事（20時～4時）とする
特に衛生的配慮が必要

　　　　　　中央倉庫(SPD)天井
　　　　　　：撤去・新設

　　　　　　中央倉庫(SPD)天井
　　　　　　：撤去・新設

　　　　　　中央倉庫(SPD)天井
　　　　　　：撤去・新設
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検収室
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事務室
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物品搬入口

廊下(7)

中央倉庫(SPD)

搬送

ｺｰﾅｰ
搬送室

製剤室

昇降機
小荷物専用

調製室
抗がん剤

無菌
製剤室

前室(4)

前室(6)

仮眠室
(3)

E
P
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3

PS(E)ＤＩ・事務室

既滅菌室

(8)
前室

材料EV

(清潔)
NO,9

材料EV
(不潔)
NO,10

中央材料洗浄室

組立室

水精
製室

RO

A/C機械室

前室(5)

休憩室

事務室
中央材料

(6)(5)

ｽﾀｯﾌWC

更衣室
(4b)

更衣室
(4a)(4)

救急1･2次^1
玄関

C
S

S
S

S
S

天井内
ピット

上部 庇

上部 庇

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消 消

消

消

天井撤去範囲を示す

脚立足場
全面(床・壁・天井)
撤去・改修範囲を示す

仮設扉（W=900、H=1800程度）

仮設間仕切り

交通誘導員位置

工事関係者動線（メイン動線）

スタッフ動線

来院者動線

工事関係者動線（サブ動線）

救急車動線

図面記号

天井撤去(下部通行可)範囲を示す

内　容

※天井撤去範囲の下部を通行可能とするため、
　一般通行エリアを確保しながら工事エリアを
　設定すること
※工事エリア
・単管足場、鋼製布板、一部足場用階段W400設置
※一般通行エリア
・有効W=1600（両側居室）、H=2400程度
・仮設天井（軽天下地＋不燃化粧PB t9.5）
・仮設壁：建築内装工事用仮囲い等
（LGS下地の上化粧PB t12.5片面張り）
・仮設天井上部は単管足場＋鋼製布板
・最終的には足場解体・天井仕上を移動しながら
　施工することになるためガードマン配置等の安全
　対策と病院との調整を十分に行うこと。

■凡　例

図面記号

撤去範囲を示す

名　　称

天井点検口600角(新設)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

本
館
棟

Ｅ
Ｒ
棟

３階 仮設事務室　準備

４階
ICU→HCU、廊下

HCU→ICU、廊下　

１階 調理室、中央倉庫SPD、薬剤室・廊下
２次・３次救急

細胞処理室→待合(7)
化学療法室→ミキシング室・診察室

中央処置室、廊下　

内視鏡センター→外来化学療法室・廊下

２階

３階
事務室

災害倉庫(3)→スタッフ室
会議室(1)→女子更衣室、男子更衣室拡張

2621 22 23 24 25 27

工期末

来

工

工
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Ｇ

本館４階②：仮設計画図(10) 供用開始

ER館３階

本館１階①：
仮設計画図(1-1)(1-2)

本館１階④1/2、2/2：
仮設計画図(4-1)（4-2）

本館１階③：
仮設計画図(3)

本館１階②：
仮設計画図(2) 供用開始

本館２階②2/2：仮設計画図(7-2) 供用開始

本館２階①：仮設計画図(6) 供用開始

本館２階②1/2：仮設計画図(7-1) 供用開始

本館３階③：

供用開始
本館３階①：

仮設計画図(8-1)　STEP(A)
本館３階②：

　　　仮設計画図(8-2)　STEP(B)(C) 　　　仮設計画図(8-3)　STEP(D)(E) 供用開始

供用開始本館４階①：仮設計画図(9)

本館１階⑤1/2、2/2：
仮設計画図(5-1)(5-2)

▼

〈注意事項〉

２．仮囲い：既設仮囲いで第三者の通行及び工事に支障があると判断される箇所につい

　　ては監督職員と協議の上盛替え等を行うこと。また、仮囲いの盛替え・設置に際して、

　　第三者の通行に支障をきたさないように警備員を配置して行うこと。

　　音の発生に留意すること。

　　既設の空気清浄度の高い部屋で作業する場合は、特に注意する事。

　　十分養生等の対策を講ずること 。損傷が生じた場合は、現況復旧する事。

　　努めること。 また、塵・埃の発生がないよう集塵機能付工具を使用すること。

　　を行うと共に、安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　を行うと共に、徐行等安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　監督職員・病院と十分協議の上設置すること。

　　協議の上、 工事すること。

　特に、調理や診療を行う室は、衛生面に配慮し、十分に養生すること。

３．工事範囲（仮囲い内）及び工事作業者動線にあたる既設部分では損傷なきよう

４．工事作業時間及び作業区分の詳細については、監督員と協議の上決定とする。

５．工事範囲内で使用する工具類は、静音ドリルを使用する等、

６．工事中、施設利用者に配慮し、工事により発生する騒音、振動、粉塵等の抑制に

７．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

８．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

９ ． 改修範囲内の断水や停電作業、音の出る作業は施工計画を、監督員・病院と

10．図示の改修エリア以外で資材置場が必要な場合は、

11．内部足場は屋内使用のため、泥・埃を落として清掃したものを使用すること。

12．ＰＣ床版への削孔作業は、静音タイプのコアドリルを用いて施工すること。

13．上記作業時間は、平日１６：００～２０：００又は、休日のうち施設管理者と相談の

　　うえ、施工を行うこと。

14．工事着手前に搬出入ルートを事前に協議の上、着手すること。

１．作業時間は



/
/

DATE

SCALE SHEET NO.TITLEPROJECTMEMO

株式会社　宮建築設計

株式会社　日総建 大阪事務所

一級建築士登録 第 90947号 宮本　博

一級建築士登録 第336930号 日下部　寛之

一級建築士事務所 

大阪府知事登録　（イ）第24847号　

徳島県知事登録　  　  第11068号

一級建築士事務所 
A3:
A1:

D-303
本館棟　仮設計画図(2)　１階②Ｒ５病経　中央病院　徳・蔵本　本館棟等改修工事建築 1

1

CS室
通路説明室

(2)

ワーク
ステーション 師長室廊下(3)

診材ｶｰﾄ

TV(災害用)

0457
ｼｭﾚｯﾀ゙ ｰ

0450 0458

複合機 冷蔵庫

0459

電子ﾚﾝｼ ﾞ

TV来

病室・
ＯＰ室 ス

工

来 ス
ス

救急車

ス

来

寝台車へ来

来

【１階】
ＥＲ改修
荷下ろし

ヤード

搬送機

１．作業時間は　平日８：００～１７：００とする。

　去・新設時、施設を使いながらの工事のため、十分に現場と協議の上、調整を行うこと。

15．廊下（3）・救急待合室側から救急処置室への動線を確保すること。自動ドア等の撤

16．２階で心エコー等の音の検査を行っているため、騒音には注意すること。

17．除染室は新設した後に旧除染室を解体し、継続して使用可能とすること。

参考図

救急待合室まわり　改修ステップ１

救急待合室まわり　改修ステップ２

※救急待合室から処置室への動線を確保すること

※救急待合室から処置室への動線を確保すること

番号

「診察室/観察室等」撤去　　　　
・「霊安室/手術室
　　/スタッフステーション等」新設

工事内容

４

４

1500㎜確保

「診察室/観察室等」撤去　　　　　
・「霊安室/手術室　　　　　　　　

/スタッフステーション等」新設

有効幅　1,800mm以上
（ベッド通行可）

有効幅　1,500mm以上
（ベッド通行可）

有効幅　1,500mm以上
（ストレッチャー通行可）

既存壁（電源・アイソレーション盤あり）

既存：アイソレーション盤
※使用できる状態とする

（アイソレーション盤）
※救急2次用　電気設備工事　

Ｇ Ｇ

4ﾟ25'18'

真北

磁北

本館棟1階②
1
0
,
7
7
0

9
,
1
5
0

7
,
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3
0

7
,
2
3
0

7
,
6
5
0

7
,
6
5
0

7,6509,150 9,150 9,150

1500

1500

本館
X10

本館
X9

本館
X8

本館
X7

本館
X6

本館
Y2

本館
Y3

本館
Y4

本館
Y5

本館
Y1

上部
渡り廊下

（ER棟接続）

100
200

▼

▼

70
0

7
00
7
00

△

救急処置室
2次(1)兼霊安室

救急処置室
2次(2)

器
材

ス
ペ

ー
ス

ゴミ庫

救急処置室
2次(3)

救急処置室
2次(4)

不潔
リネン庫

0009
無影灯(天吊)

棚

棚

棚

棚

棚

棚

内視鏡
ｼｽﾃﾑ一式

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

生体情報ﾓ ﾆﾀ (ﾍﾞ ｯﾄﾞｻｲ ﾄﾞﾓﾆﾀ )

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

ﾗﾝﾄﾞﾘｰｶー ﾄ

型ｽﾚｰﾌﾞ ﾓﾆﾀ

0040
ｽﾄﾚｯﾁｬー

0419

0420

0421

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

ｰﾄ洗浄室

搬送

屋内階段

厨房EV
NO,8

サービスＥＶホール

操作室
(4)

多目的
ﾄｲﾚ(3)

ホール

(5)

(1)

廊下(3)

第１ＣＴ撮影室

救急撮影室
倉庫

(1)

操作室(3)

第１ｶﾃｰﾃﾙ検査室 第２ｶﾃｰﾃﾙ検査室

前室

(1)

CPU室

DSA

▲ 御遺体
搬送口

上部 庇

ｽﾀｯﾌWC

(3)(4)

器材庫
(2)

検査室

廊下(4)

ｽﾀｯﾌ
休憩室

診察室３

診察室２

診察室１
観察室

WC
(2)

WC

更衣室

DS
更衣室

EPS-4

(2)

EVホール
説明室

非常用

説明室 EV
NO,12

PS(1)

多目的
ﾄｲﾚ(4)

(3)(2)
(1)

外来WC

仮眠室2

仮眠室1

救急受付

搬送機

WC
診察室

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

小児診察室

感染
診療室

ｽﾀｯﾌ控室
風除室 除染室
(5)

A/C機械室
(5)

収納庫

▲

救急3次玄関

感染用EV

NO,11

▲

診療前廊下
(3)

EVホール^1感染用
出入口

▲
時間外玄関

▲

風除室
(2)

防災センター

屋内階段
(4)

WC
(3)

投薬室

指導室

室

物品
検収室

ＳＰＤ

事務室

▲

品搬入口

救急1･2次^1
玄関

DSA

CPU室CPU室

救急待合室

風除室(3)

S
S

S
S

上部 庇

消
消

消

消

消

消

消

消

AED

消

避難器具着地場

ゼブラゾーン塗り

天井撤去範囲を示す

脚立足場
全面(床・壁・天井)
撤去・改修範囲を示す

仮設扉（W=900、H=1800程度）

仮設間仕切り

交通誘導員位置

工事関係者動線（メイン動線）

スタッフ動線

来院者動線

工事関係者動線（サブ動線）

救急車動線

図面記号

天井撤去(下部通行可)範囲を示す

内　容

※天井撤去範囲の下部を通行可能とするため、
　一般通行エリアを確保しながら工事エリアを
　設定すること
※工事エリア
・単管足場、鋼製布板、一部足場用階段W400設置
※一般通行エリア
・有効W=1600（両側居室）、H=2400程度
・仮設天井（軽天下地＋不燃化粧PB t9.5）
・仮設壁：建築内装工事用仮囲い等
（LGS下地の上化粧PB t12.5片面張り）
・仮設天井上部は単管足場＋鋼製布板
・最終的には足場解体・天井仕上を移動しながら
　施工することになるためガードマン配置等の安全
　対策と病院との調整を十分に行うこと。

■凡　例

図面記号

撤去範囲を示す

名　　称

天井点検口600角(新設)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

本
館
棟

Ｅ
Ｒ
棟

３階 仮設事務室　準備

４階
ICU→HCU、廊下

HCU→ICU、廊下　

１階 調理室、中央倉庫SPD、薬剤室・廊下
２次・３次救急

細胞処理室→待合(7)
化学療法室→ミキシング室・診察室

中央処置室、廊下　

内視鏡センター→外来化学療法室・廊下

２階

３階
事務室

災害倉庫(3)→スタッフ室
会議室(1)→女子更衣室、男子更衣室拡張

2621 22 23 24 25 27

工期末

来

工

工

ス

Ｇ

本館４階②：仮設計画図(10) 供用開始

ER館３階

本館１階①：
仮設計画図(1-1)(1-2)

本館１階④1/2、2/2：
仮設計画図(4-1)（4-2）

本館１階③：
仮設計画図(3)

本館１階②：
仮設計画図(2) 供用開始

本館２階②2/2：仮設計画図(7-2) 供用開始

本館２階①：仮設計画図(6) 供用開始

本館２階②1/2：仮設計画図(7-1) 供用開始

本館３階③：

供用開始
本館３階①：

仮設計画図(8-1)　STEP(A)
本館３階②：

　　　仮設計画図(8-2)　STEP(B)(C) 　　　仮設計画図(8-3)　STEP(D)(E) 供用開始

供用開始本館４階①：仮設計画図(9)

本館１階⑤1/2、2/2：
仮設計画図(5-1)(5-2)

▼

〈注意事項〉

２．仮囲い：既設仮囲いで第三者の通行及び工事に支障があると判断される箇所につい

　　ては監督職員と協議の上盛替え等を行うこと。また、仮囲いの盛替え・設置に際して、

　　第三者の通行に支障をきたさないように警備員を配置して行うこと。

　　音の発生に留意すること。

　　既設の空気清浄度の高い部屋で作業する場合は、特に注意する事。

　　十分養生等の対策を講ずること 。損傷が生じた場合は、現況復旧する事。

　　努めること。 また、塵・埃の発生がないよう集塵機能付工具を使用すること。

　　を行うと共に、安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　を行うと共に、徐行等安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　監督職員・病院と十分協議の上設置すること。

　　協議の上、 工事すること。

　特に、調理や診療を行う室は、衛生面に配慮し、十分に養生すること。

３．工事範囲（仮囲い内）及び工事作業者動線にあたる既設部分では損傷なきよう

４．工事作業時間及び作業区分の詳細については、監督員と協議の上決定とする。

５．工事範囲内で使用する工具類は、静音ドリルを使用する等、

６．工事中、施設利用者に配慮し、工事により発生する騒音、振動、粉塵等の抑制に

７．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

８．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

９ ． 改修範囲内の断水や停電作業、音の出る作業は施工計画を、監督員・病院と

10．図示の改修エリア以外で資材置場が必要な場合は、

11．内部足場は屋内使用のため、泥・埃を落として清掃したものを使用すること。

12．ＰＣ床版への削孔作業は、静音タイプのコアドリルを用いて施工すること。

13．上記作業時間は、平日１６：００～２０：００又は、休日のうち施設管理者と相談の

　　うえ、施工を行うこと。

14．工事着手前に搬出入ルートを事前に協議の上、着手すること。

１．作業時間は

PS(1)

多目的
ﾄｲﾚ(4)

(3)(2)
(1)

外来WC

仮眠室2

仮眠室1

救急受付

搬送機

WC

防災センター

診察室

S
S

S
S

消

消

消

AED
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/

DATE

SCALE SHEET NO.TITLEPROJECTMEMO

株式会社　宮建築設計

株式会社　日総建 大阪事務所

一級建築士登録 第 90947号 宮本　博

一級建築士登録 第336930号 日下部　寛之

一級建築士事務所 

大阪府知事登録　（イ）第24847号　

徳島県知事登録　  　  第11068号

一級建築士事務所 
A3:
A1:

D-304
本館棟　仮設計画図(3)　１階③Ｒ５病経　中央病院　徳・蔵本　本館棟等改修工事建築 1

1

廊下(3)

救急処置室
2次(1)兼霊安室

救急処置室
2次(2)

器
材

ス
ペ

ー
ス

メンテスペース

霊安室

手術室

ゴミ庫

救急処置室
2次(3)

CS室
通路説明室

(2)

スタッフスペース
(医師)

ワーク
ステーション 師長室

不潔
リネン庫

スタッフステーション

ｽﾀｯﾌWC(3)ｽﾀｯﾌWC(4)

廊下(3)

廊下(4)

清潔
リネン庫

救急処置室
2次(4)

ロッカー 資料棚

資料棚

0393 0394
ｵｰﾌﾟﾝ棚 ｵｰﾌﾟﾝ棚

0405

0406

0407
0409

0072

電気手術器
ﾌﾛｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

中心静脈留置型
電気ﾒｽ

手洗装置

生体情報ﾓﾆ ﾀ(ｾﾝ ﾄﾗﾙﾓ ﾆﾀ )

(ﾊﾞ ｲﾎﾟｰﾗｺﾞｱｷﾞｭﾚｰﾀ)
経皮的体温調節
装置ｼ ｽﾃﾑ

ﾍ ｯ゙ﾄﾞｻｲﾄﾞﾓﾆﾀ

診材ｶｰﾄ

(2人用)

TV(災害用)

0367

0369

ｳｫｰﾀｰｻｰﾊﾞー

電子ﾚﾝｼﾞ

0009
無影灯(天吊)

棚

棚

棚

棚

棚

棚

内視鏡
ｼｽﾃﾑ一式

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

生体情報ﾓ ﾆﾀ (ﾍﾞ ｯﾄﾞｻｲ ﾄﾞﾓﾆﾀ )

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

ﾗﾝﾄﾞﾘｰｶー ﾄ

天吊大型ｽﾚｰﾌﾞ ﾓﾆﾀ

ﾎﾟｯﾄ
ｺﾞﾐ箱

台

ﾄｰｽﾀｰ

0040
ｽﾄﾚｯﾁｬー

0419

0420

0421

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

生体情報ﾓﾆﾀ (ﾍﾞｯﾄﾞ ｻｲﾄﾞﾓ ﾆﾀ)

壁付ﾃﾚﾋﾞ50ｲﾝﾁ

壁付ﾓﾆﾀ50ｲ ﾝﾁ

5Gﾓﾆﾀ
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冷凍冷蔵庫
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複合機 冷蔵庫
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電子ﾚﾝｼ ﾞ

無影灯(天吊)

0408
麻酔器

天吊5Gﾓﾆﾀ

TV

病室・
ＯＰ室 ス

工

来 ス

ス

来

寝台車へ来

救急車

ス

【１階】
ＥＲ改修
荷下ろし

ヤード

１．作業時間は　平日８：００～１７：００とする。

　去・新設時、施設を使いながらの工事のため、十分に現場と協議の上、調整を行うこと。

15．廊下（3）・救急待合室側から救急処置室への動線を確保すること。自動ドア等の撤

16．２階で心エコー等の音の検査を行っているため、騒音には注意すること。

17．除染室は新設した後に旧除染室を解体し、継続して使用可能とすること。

参考図

工事内容番号

「救急処置室」撤去　　　　
・「３次救急処置室」新設

５

５

有効幅　1,800mm以上
（ベッド通行可）

有効幅　1,500mm以上
（ストレッチャー通行可）

「救急処置室」撤去
・「救急処置室３次」新設

（既存：アイソレーション盤　撤去）
：電気設備工事

（アイソレーション盤）
※救急2次用　電気設備工事　
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1600以上

本館
X10

本館
X9

本館
X8

本館
X7

本館
X6

本館
Y2

本館
Y3

本館
Y4

本館
Y5

本館
Y1

渡り廊下
（ER棟接続）

上部
※救急出入口として使用不可

　　　　▲
（仮）救急出入口

100
200

▼

ｰﾄ洗浄室

搬送

屋内階段

厨房EV
NO,8

サービスＥＶホール

操作室
(4)

多目的
ﾄｲﾚ(3)

ホール

(5)

(1)

廊下(3)

第１ＣＴ撮影室

救急撮影室
倉庫

(1)

操作室(3)

第１ｶﾃｰﾃﾙ検査室 第２ｶﾃｰﾃﾙ検査室

前室

(1)

CPU室

DSA

▲ 御遺体
搬送口

上部 庇

DS

EPS-4

(2)

EVホール
説明室

非常用

説明室 EV
NO,12

PS(1)

多目的
ﾄｲﾚ(4)

(3)(2)
(1)

外来WC

仮眠室2

仮眠室1

救急受付

搬送機

WC

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

小児診察室

感染
診療室

ｽﾀｯﾌ控室
風除室 除染室
(5)

A/C機械室
(5)

収納庫

▲

救急3次玄関

感染用EV

NO,11

▲

診療前廊下
(3)

EVホール^1感染用
出入口

▲
時間外玄関

▲

風除室
(2)

防災センター

屋内階段
(4)

WC
(3)

投薬室

指導室

室

物品
検収室

ＳＰＤ

事務室

▲

品搬入口

救急1･2次^1
玄関

DSA

CPU室CPU室

診察室

風除室(3)

S
S

S
S

上部 庇

消
消

消

消

消

消

消

AED

消

避難器具着地場

ゼブラゾーン塗り

天井撤去範囲を示す

脚立足場
全面(床・壁・天井)
撤去・改修範囲を示す

仮設扉（W=900、H=1800程度）

仮設間仕切り

交通誘導員位置

工事関係者動線（メイン動線）

スタッフ動線

来院者動線

工事関係者動線（サブ動線）

救急車動線

図面記号

天井撤去(下部通行可)範囲を示す

内　容

※天井撤去範囲の下部を通行可能とするため、
　一般通行エリアを確保しながら工事エリアを
　設定すること
※工事エリア
・単管足場、鋼製布板、一部足場用階段W400設置
※一般通行エリア
・有効W=1600（両側居室）、H=2400程度
・仮設天井（軽天下地＋不燃化粧PB t9.5）
・仮設壁：建築内装工事用仮囲い等
（LGS下地の上化粧PB t12.5片面張り）
・仮設天井上部は単管足場＋鋼製布板
・最終的には足場解体・天井仕上を移動しながら
　施工することになるためガードマン配置等の安全
　対策と病院との調整を十分に行うこと。

■凡　例

図面記号

撤去範囲を示す

名　　称

天井点検口600角(新設)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

本
館
棟

Ｅ
Ｒ
棟

３階 仮設事務室　準備

４階
ICU→HCU、廊下

HCU→ICU、廊下　

１階 調理室、中央倉庫SPD、薬剤室・廊下
２次・３次救急

細胞処理室→待合(7)
化学療法室→ミキシング室・診察室

中央処置室、廊下　

内視鏡センター→外来化学療法室・廊下

２階

３階
事務室

災害倉庫(3)→スタッフ室
会議室(1)→女子更衣室、男子更衣室拡張

2621 22 23 24 25 27

工期末

来

工

工

ス

Ｇ

本館４階②：仮設計画図(10) 供用開始

ER館３階

本館１階①：
仮設計画図(1-1)(1-2)

本館１階④1/2、2/2：
仮設計画図(4-1)（4-2）

本館１階③：
仮設計画図(3)

本館１階②：
仮設計画図(2) 供用開始

本館２階②2/2：仮設計画図(7-2) 供用開始

本館２階①：仮設計画図(6) 供用開始

本館２階②1/2：仮設計画図(7-1) 供用開始

本館３階③：

供用開始
本館３階①：

仮設計画図(8-1)　STEP(A)
本館３階②：

　　　仮設計画図(8-2)　STEP(B)(C) 　　　仮設計画図(8-3)　STEP(D)(E) 供用開始

供用開始本館４階①：仮設計画図(9)

本館１階⑤1/2、2/2：
仮設計画図(5-1)(5-2)

▼

参考図

〈注意事項〉

２．仮囲い：既設仮囲いで第三者の通行及び工事に支障があると判断される箇所につい

　　ては監督職員と協議の上盛替え等を行うこと。また、仮囲いの盛替え・設置に際して、

　　第三者の通行に支障をきたさないように警備員を配置して行うこと。

　　音の発生に留意すること。

　　既設の空気清浄度の高い部屋で作業する場合は、特に注意する事。

　　十分養生等の対策を講ずること 。損傷が生じた場合は、現況復旧する事。

　　努めること。 また、塵・埃の発生がないよう集塵機能付工具を使用すること。

　　を行うと共に、安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　を行うと共に、徐行等安全に配慮すること。及び教育の徹底を務めること。

　　監督職員・病院と十分協議の上設置すること。

　　協議の上、 工事すること。

　特に、調理や診療を行う室は、衛生面に配慮し、十分に養生すること。

３．工事範囲（仮囲い内）及び工事作業者動線にあたる既設部分では損傷なきよう

４．工事作業時間及び作業区分の詳細については、監督員と協議の上決定とする。

５．工事範囲内で使用する工具類は、静音ドリルを使用する等、

６．工事中、施設利用者に配慮し、工事により発生する騒音、振動、粉塵等の抑制に

７．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

８．工事作業者動線と第三者動線が交差・近接する場合は、警備員による誘導

９ ． 改修範囲内の断水や停電作業、音の出る作業は施工計画を、監督員・病院と

10．図示の改修エリア以外で資材置場が必要な場合は、

11．内部足場は屋内使用のため、泥・埃を落として清掃したものを使用すること。

12．ＰＣ床版への削孔作業は、静音タイプのコアドリルを用いて施工すること。

13．上記作業時間は、平日１６：００～２０：００又は、休日のうち施設管理者と相談の

　　うえ、施工を行うこと。

14．工事着手前に搬出入ルートを事前に協議の上、着手すること。

１．作業時間は


